
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
移送管とこれに連なる滞留部より成る繊維製品（以下布帛という）の環状移送路を、無端
状に結合した布帛を走行させながら処理する装置において、
　前記環状移送路中に設けられた処理液噴射部に近接してその出口側に 移送され
る布帛が衝突する衝突板を設け 該衝突板を、移送路中 没

設け
たことを特徴とする布帛の液体処理装置におけるシボ立て装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、無端状に結合した布帛等の長尺繊維のなかの強撚糸を使用した織物のシボ立て
処理に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、布帛のシボ立て処理を行う装置としてロータリーワッシャーを利用し回転ドラムの
中へ布帛を入れて、このドラムを高温液中で正逆に反転して処理を行っていた。
【０００３】
又、最近の液流処理機において、移送管の下流端側の滞溜槽入口部に衝突板または、邪魔
板を固定的に付設した装置がある。
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おいて、
るとともに、 に出 するように移送

管にスライド可能に 、この衝突板の移送路内への出没操作を移送路外から行なうよう
にし



【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ロータリードラムワッシャーはシボ立て効果は良いが、処理布帛を１疋ずつアンドン巻き
にし、更に処理中に布帛がほどけないようにするため耳とじ作業を必要とするので、手間
がかかり生産性が低い欠点がある。
【０００５】
又、液流式処理装置は、処理液噴射部から長い布帛移送路が形成され、該移送路の下流部
に設けられた衝突板または邪魔板に当たる時には布速が低下するので布帛の拡布作用が小
さく効果的な変動運動を得ることができずシボ立て効果が低い欠点がある。
【０００６】
　上記に鑑み本発明は、

ものである。
【０００７】
【作用】
本発明によれば、布帛の循環速度が一番速い処理液噴射部の出口側に設けた衝突板により
通路断面を任意に調節することにより、移送管内で乱流が発生する。
【０００８】
即ち、布帛が噴射部の出口で処理液と共に衝突板に当たり乱流して無緊張状態で揉まれる
事により、強撚糸の解撚を促進でき、従来のロータリーワッシャーと同等以上の解撚シボ
立て処理ができるうえに、液流処理であるので耳とじ作業を省略でき、大幅な合理化がで
きる。
【０００９】
【実施例】
実施例について図面を参照して説明する。
図１は、本発明の繊維製品の液流式解撚シボ立て処理装置の側断面略図で、１は、処理槽
で滞溜部１ａと滞溜部の出口に設けられた斜面部１ｂで構成され、斜面部の出口にリール
ボックス２が設けられ、内部にリールまたはロール３があり、下部には処理液噴射部４が
設けられている。噴射部の出口側には噴射部に近接して衝突板６が移送管内に出没自在に
設けられている。５は長尺の移送管で下流端は滞溜部１ａに接続されている。
【００１０】
１４は、無端状に結合された布帛で滞溜部１ａで蛇行状に移行しながら一時滞留し、斜面
部１ｂに沿って変速モーター等で駆動されるリールまたはロールにより滞溜部１ａより引
き上げられ噴射部４より噴射された処理液と共に衝突板に衝突して無緊張状態で揉まれて
、移送管５の下流端より滞溜部内に送り込まれる。７は、多孔板で作られたケーシングで
処理液の一部が分離して、吸い込み配管１０ａを介して循環ポンプ８へ又１０ｂは、滞溜
部前部で分離した、処理液の吸い込み配管である。
【００１１】
処理液は、吸い込みヘッター１０ｃで集合して循環ポンプ８に吸い込まれ吐出配管１１を
通って多管式熱交換器９に入り所要温度に加熱昇温され、吐出配管１２、１２ａを介して
噴射部４に入り、噴出圧力が１３の流量調節弁にて調節されて布帛に噴射されている。
【００１２】
図２は、要部拡大断面略図で、衝突板６は、移送管と直交方向にスライドし衝突部面積を
自在に調節できるようになっている。すなわち１５は衝突板の支軸で該支軸をハンドル１
６で左右方向に回動して衝突板を移送路内より退出させたり、移送路内への突出度を調節
するようになっている。
【００１３】
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移送管とこれに連なる滞留部より成る繊維製品（以下布帛という
）の環状移送路を、無端状に結合した布帛を走行させながら処理する装置において、
前記環状移送路中に設けられた処理液噴射部に近接してその出口側において、移送される
布帛が衝突する衝突板を設けるとともに、該衝突板を、移送路中に出没するように移送管
にスライド可能に設け、この衝突板の移送路内への出没操作を移送路外から行なうように
したことを特徴とする



図３は、布帛が処理液と共に衝突板に当たり布帛が揉まれている様子を図示したものであ
る。
【００１４】
【発明の効果】
この発明は衝突板が布帛移送路内に出没自在に設けられているので、シボ立てを必要とし
ない布帛の普通の処理のときは、衝突板を没入させて普通の処理を行ない、シボ立ての場
合は移送路内に突出させて突出度を適当に選ぶことにより効果的なシボ立てを行なうこと
ができる。しかもこの場合衝突板が処理液噴射部の出口側にこれに近接して、設けられて
いることにより強烈な処理液を布帛に当てることができて布帛に与える解撚シボ立て作用
の有効性を期待できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例を示す処理装置の側断面略図。
【図２】　要部の断面図で、図３におけるＡ－Ａ断面図である。
【図３】　図２のＢ－Ｂ断面図である。
【符号の説明】
１…処理槽　　　　　　　２…リールボックス　　　３…リール
４…噴射液流部　　　　　５…移送管　　　　　　　６…衝突板
７…ケーシング　　　　　８…循環ポンプ　　　　　９…多管式熱交換器
１０…吸い込み配管　　　１１…吐出配管　　　　　１３…流量調節弁
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